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人　口

世帯数 2,645世帯（前月比－3）

5,859人　（前月比－6）
3,067人　（前月比－8）男
2,792人　（前月比＋2）女

木曽岬町の人口と世帯数

木曽岬チャンネル
（木曽岬町公式YouTube）

6月1日現在

登録は簡単で、どこにいても町の
情報が確認できます。

【登録方法】
QRコードからサイト
にアクセスするか、
「t-kisosaki@sg-p.jp」に空メール
を送信してください。

木曽岬町メール配信サービス
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2広報きそさき　2025.7.1

　この度、和泉在住の加藤隆様より、地域福祉の推進及び教育振興に役立てて頂きたいと多額のご寄付
を賜りました。
　いただいた寄附はご意向に沿うよう町の「夢ささえあいのまち福祉基金」、「夢とふれあい教育基金」
に積み立て、適正に運用させて頂きます。
　書面をもってお礼申し上げます。

　去る6月5日（木）、桑名市柿安シティホールにて開催された、桑
名地域生活安全協会総会において、防犯功労者の表彰式が行われ、
当町からは、地域安全活動功労者として富田義男さんが表彰されま
した。
　富田さんは、東部地区防犯委員会の一員として長きにわたり防犯
パトロールなどの活動に従事され、地域防犯に尽力されたことが高
く評価されました。

きそさき
INFORMATION

加藤　隆様よりご寄付

防犯功労表彰を受賞されました

地域安全活動功労者富田義男さん

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けている町民の皆様や事業者の皆様を支援するため、
町独自の生活者支援・事業者支援を行います。

物価高騰に対する木曽岬町の独自支援策

【給食費減免事業】

〔対象〕　木曽岬小学校、木曽岬中学校に通う
　　　　児童・生徒の学校給食費
〔金額〕　小学校：児童1人当たり19,200円
　　　　　　　　（月額3,200円×6か月分）
　　　　中学校：生徒1人当たり20,400円
　　　　　　　　（月額3,400円×6か月分）
　保護者の皆様にご負担いただいている学校
給食費について、9月分から令和8年2月分
までの6か月分を全額免除とします。

【水道基本料金減免事業】

〔対象〕　すべての加入者
〔金額〕　7,260円（税込）
　　　　※1期（2か月）当たりの基本料金2,420円×3期分
〔期間〕　Ａ地区：10月請求分から令和8年2月請求分まで
　　　　Ｂ地区：9月請求分から令和8年1月請求分まで
　すべての加入者を対象に水道料金の基本料金について、3
期分（6か月間）を全額免除とします。

※Ａ地区　新・上・中加路戸、上・東・下見入、上・下和泉、
　　　　　富田子、中・小和泉、小林、栄、新・東富田子、
　　　　　辰高、かおるヶ丘、中栄、第２栄にお住まいの方
※Ｂ地区　大新田、外平喜、近江島、西対海地、田代、脇付、
　　　　　雁ヶ地、福崎、豊崎、川先、藤里台、西白鷺川、
　　　　　白鷺、源緑、上・下藤里、松永、南栄、なぎさ台
　　　　　にお住まいの方
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3 広報きそさき　2025.7.1

　名古屋国税局では、「内部事務のセンター化（※１）」を実施しておりますので、次の事項について、
御理解と御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
　なお、内部事務のセンター化は、納税者の皆様の所轄税務署を変更するものではございません。

●内部事務のセンター化の対象となる税務署に申告書、申請書及び添付書類等を提出する場合は、以下
　のとおり御対応いただきますようお願いいたします。
　•e-Tax（データ）により提出する場合は、従来どおり所轄税務署へ送信願います。
　•書面により提出する場合は、業務センターへ郵送願います（※２）。
●書面の申告書、申請書及び添付書類等を、業務センターへ直接持ち込むことはできません。
●電話による税務相談や申告書、申請書等の用紙の送付は、業務センターでは行っておりません。
●納税証明書の交付、面接による相談、現金による国税の納付などの窓口対応は、従来どおり所轄税務
　署で行います。
●業務センターでは、納税者や税理士の皆様に対し、内部事務を処理するために電話や文書により問合
　せをさせていただくことがございます。

（※１）　「内部事務のセンター化」とは、事務の効率化等のため、複数の税務署の内部事務（申告書等の入力や審査、還
　　　　付金の支払手続、申告内容についての照会文書の発送など）を、専担部署（業務センター）で集約処理する取組です。
（※２）　e-Taxで申告、申請・届出等を行う場合に、別途郵送等で書面による提出が必要な登記事項証明書や売買契約書
　　　　の写しなどの一定の要件に該当する書類については、イメージデータ（PDF形式）により提出することができます。
　　　　一定の要件に該当する書類については、法令の規定により原本の提出が必要な第三者作成書類が対象となります。
　　　　詳細については、国税庁ホームページをご確認ください。

業務センターへの郵送等に関するお願い

　名古屋国税局では、令和3年7月から、専担部署（業務センター）で複数の税務署の内部事務を集約
処理する「内部事務のセンター化」を進めており、令和8年の全署実施へ向けて、対象となる税務署を
順次拡大しております。

内部事務のセンター化の対象となる税務署

　公衆衛生の維持向上や水質保全のため、下水道事業は町に欠かせない事業です。しかし、下水道事業の
経営状況は、今後ますます深刻な状態となっていく見込みとなっています。
　下水道事業は、下水道を使用した人が支払う使用料で経費を賄うことが原則ですが、木曽岬町では汚水
処理費用に対して十分な使用料が得られておらず、赤字を公費（町税等）で補填している状況です。
　これらのことから、将来にわたって安定的かつ持続的に下水道事業を運営するため、近年の物価高の影
響を鑑みながら、下水道事業の独立採算の達成に向けた段階的な改定について審議を重ね、令和7年7月
1日から下水道使用料を改定する運びとなりました。
　詳細については、広報4月号、広報5月号～ 7月号の折込チラシ、ホームページをご覧ください。

令和7年7月から下水道使用料を改定します

●問合せ先／木曽岬町役場　建設課　☎68-6106

●名称・所在地／名古屋国税局　業務センター津分室　〒514-8544　津市桜橋二丁目99番地
●対　象　署／桑名税務署（令和7年7月10日から変更）
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　町民の皆さまの熱中症予防を図るため、町内の公共施設や民間協力施設をクーリングシェ
ルター（指定暑熱避難施設）として指定しています。
　熱中症特別警戒アラートが発表されるような暑さの日はもちろんのこと、普段の涼み処と
してもご利用ください。また、「涼しさ」を皆さんで共有することで、ご家庭の電力消費を
節約できるため、省エネ＝ゼロカーボン社会への貢献につながります。
　クーリングシェルターは、「熱中症特別警戒アラート」が発表された場合に開放することが義務付けられる
施設ですが、本町では日常的に暑さをしのげる場所として開放しています。

●有効期限について
　マイナンバーカードには、下記の2つの有効期限があ
　ります。
　①マイナンバーカード本体の有効期限（申請日から）
　　18歳以上の方は10回目の誕生日まで
　　18歳未満の方は5回目の誕生日まで
　　※2022年3月31日までに申請された方は18歳では
　　　なく20歳
　②カードに搭載された電子証明書の有効期限
　　5回目の誕生日まで
　　②はカードには記載されていませんが、マイナポー
　　タルで確認することができます。
　有効期限が過ぎた場合、e-Tax等の電子申請、コンビ
　ニでの各種証明書取得などができなくなります。また、
　期間が満了する月の3か月後以降、保険証として利用
　ができなくなります。

●有効期限通知書の送付及び更新手続きを行える期間
　マイナンバーカードや電子証明書の有効期限が近づい
　た方には、有効期限の2～ 3ヶ月前を目途に有効期限
　通知書を送付していますが、有効期限通知書がお手元
　に届いていなくても有効期限の3ヶ月前の翌日から更
　新手続きができます。

●更新方法
　①マイナンバーカード本体の更新
　　新しいカードの申請が必要になりま
　　す。
　　申請については町HPをご確認くだ
　　さい。
　②電子証明書の更新
　　役場住民課もしくは木曽岬郵便局での手続きが必要
　　です。下記の持ち物を持って窓口までお越しくださ
　　い。（代理人での手続きの場合、木曽岬町役場での
　　手続きになります。）
　【持ち物】
　•マイナンバーカード
　•有効期限通知書（お忘れでも手続き可能）
　•照会書兼回答書を封入封かんした封筒（代理人の場
　　合）
　•代理人の本人確認書類（代理人の場合）
　※暗証番号の入力が必要となります。暗証番号を控え
　　ている用紙等がある場合お持ちいただくと手続きが
　　スムーズに進みます。

●問合せ先／木曽岬町役場　住民課　☎68-6103

クーリングシェルターをご利用ください暑さから
の涼み

処
暑さから

の涼み
処

クーリングシェルターの所在
●公共施設

●民間協力施設

施設名

町立福祉・教育センター

町立図書館

町立ふれあいの里

西対海地251番地 10名程度

10名程度
10名程度

西対海地250番地
三崎666番地 月曜日～金曜日：午前8時30分～午後5時15分 ※祝日を除く

月曜日～金曜日：午前9時～午後5時 ※祝日を除く

火曜日～木曜日：午前10時～午後6時
金曜日　　　　：正午～午後8時
土・日・祝日　：午前9時～午後5時
※月曜日が祝日の場合は翌日が休館
※毎月最終木曜日は休館　※特別整理期間は休館

所在地 開放可能日等 受入可能人数

施設名
木曽岬郵便局 4名程度西対海地46番地 月曜日～金曜日：午前10時～午後3時 ※祝日を除く

所在地 開放可能日等 受入可能人数

・各施設のルールを守ってご利用ください　・飲料は各自でご用意ください　・施設の温度調整はできません

マイナンバーカード有効期限についてのお知らせ

木曽岬町ホームページ
QRコード
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【
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国
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の
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付
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本
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国
民
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」、「
国
民
年
金
保
険

　脱炭素社会の実現に向け、自家消費型太陽光発電設備の導入促進を図るため、住民の方が太陽光発電設備及び
蓄電池（以下「太陽光発電設備」という。）を導入するために必要な経費の一部を補助する補助事業の募集を開
始します。

☆補助対象者
　木曽岬町内で自ら所有し居住する住宅の屋根等に太陽
　光発電設備を設置する者で、以下の要件を満たすこと
　○発電した電力量の３０パーセント以上を当該住宅に
　　おいて自ら消費する者であること
　○再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別
　　措置法に基づくFIT又はFIP制度の認定を取得しな
　　い者であること　
☆補助金額
　①太陽光発電設備：7万円／1kWあたり（※上限10kW）
　②蓄　　電　　池：蓄電池の価格（工事費込み・税抜き）
　　　　　　　　　　　の1／ 3（※上限10kWh）
　※蓄電池は、15.5万円／ kWh（工事費込み・税抜き）の
　　１／３の額を上限とする。
　※蓄電池の価格は、12.5万円／ kWh（工事費込み・税抜
　　き）以下となるよう努めること。
　※中古品、リース品は対象となりません。（①、②共通）

☆募集期間
　７月１日（火）～ 10月31日（金）まで（※先着順）

※受付は、令和８年１月30日（金）までに事業が完了で
　きるものに限ります。
※予算の範囲を超えた場合は、募集期間中であっても終
　了します。
※予算額には限りがあり、対象者であっても満額交付さ
　れない場合があります。
※その他の詳細は町ＨＰをご確認頂くか、住民課へお問
　合せください。

●問合せ先
　住民課　☎６８－６１０３

令和7年度三重県太陽光発電設備等設置費（個人向け）
補助金の募集を開始します！
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w
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.nenkin.go.jp/

tokusetsu/20kanyu.htm
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「栄養教室（食生活改善推進員養成講座）」
参加者募集

「栄養教室（食生活改善推進員養成講座）」
参加者募集

「栄養教室（食生活改善推進員養成講座）」
参加者募集

「栄養教室（食生活改善推進員養成講座）」
参加者募集

　栄養教室は、木曽岬町食生活改善推進員「ヘルスメイト」として地域で活動していただくことを目
指し、健康づくりのための栄養や食育、生活習慣病予防、運動などの基礎知識を学習し、献立作成な
どを行います。献立作成は、グループで作りたい献立を決め、栄養素の量の基準を満たすよう食品成
分表を見ながら計算します。計算は少し大変ですが、不足しがちな栄養素や、とり過ぎる栄養素がわ
かってきます。ご自身やご家族の健康増進のためにも是非ご参加ください。
　栄養教室を修了して「ヘルスメイト」になると、季節に応じた食事バランスメニューの料理教室や
配食弁当づくり、食のボランティアなどに参加できます。食を通じた仲間づくりの場にもなります。
皆さまのご参加、心よりお待ちしております。

●場　　所／くわなメディアライヴ2階　第1会議室等
●対　　象／町内在住の人　25名程度（申込者多数の場合は抽選）
　　　　　　※栄養教室の修了者は基本的には受講できません。
●料　　金／テキスト代 4,000円（初回10月3日に徴収）
　　　　　　調理実習費 800円程度×2回（実習当日に徴収）
　　　　　　※テキスト代は欠席や途中キャンセルの場合でも返金できません。
●申込方法／子ども・健康課窓口または電話（68-6119）まで
●申込期限／ 9月12日（金）

食生活改善推進員（ヘルスメイト）とは
　「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、食を通じた健康づくりのボランティア団体として
全国で組織され、木曽岬町では昭和48年に発足しました。現在7名の会員が所属しており、配食弁
当作りや食育、おせち料理作り教室、食のボランティアなど幅広く活動しています。食を通じて健
康づくりの輪が地域全体に広がっていくことを目指しています。

●問合せ先／子ども・健康課　管理栄養士　☎68－6119

月日 時間 内容

令和8年3月6日（金）

令和8年2月6日（金）

令和8年1月9日（金）

12月5日（金）

11月7日（金）

10月3日（金） 午前10時～午前10時30分

午前10時～午後12時30分

午前10時～午後12時30分

午後1時～午後3時

午後1時～午後3時

午後1時～午後3時

午後1時～午後3時

午後1時～午後1時30分

午前10時30分～正午

午前10時～正午

午前10時～正午

午前10時～正午
グループワーク：献立作成、栄養価計算
調理実習
修了式

グループワーク：献立作成、栄養価計算

開講、オリエンテーション
講義：国民の健康状況、健康日本21

講義：食育、食事バランスガイド
講義：食品衛生と食環境保全
講義：献立作成、栄養価計算について
講義：生活習慣病について

講義：身体活動、運動

調理実習

回

1

2

3

4

5

6

予定は変更する可能性があります。

栄養教室予定表（全6回）
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大会結果報告

東海大会出場！！東海大会出場！！

全国大会出場！！全国大会出場！！

　5月27日（火）に全国大会出場に伴う激励金の交付
が役場町長室で行われ、 “とびうお杯　第40回全国
少年少女水泳競技大会（8/2 ～ 8/3）”に出場する村
瀬和真さん（小林）に三輪町長から激励金が授与され
ました。
　村瀬さんは三重交通Gスポーツの杜鈴鹿水泳場にて
4月に行われた“第25回津田チャンピオンズカップ”
の、「男子50m平泳ぎ」、「男子50m自由形」において、
また、5月に行われた“2025年度JSCA三重地域
春季水泳競技大会”の「男子100m平泳ぎ」において、
全国大会の参加標準記録をクリアするタイムで泳ぎ切
り、見事全国大会へのキップを手にしました。
　村瀬さんからは「とびうお杯でベストを出せるよう
に頑張りたい。」と大会本番に向けた決意表明をいた
だきました。

村瀬和真さん
（津田スイミングスクール桑名校所属／水泳）

　桑名市ヤマモリ体育館・津市久居体育館において行われた三重県高等
学校体育連盟・三重県教育委員会が主催する“令和7年度　三重県高等
学校総合体育大会空手道競技（5/31 ～ 6/1）”において、「男子個人
組手」で第3位となりました。この結果により、三重県高等学校体育連盟・
三重県教育委員会・東海各県教育委員会が主催する“第72回東海高等
学校総合体育大会（6/21）“に出場が決定しました。

五藤　翔さん
（鈴鹿工業高等専門学校空手部3年生・拳悠館所属／空手）

教育委員会
☎68-1617

問合せ先
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“人権作文発表”を行いました！！“人権作文発表”を行いました！！“人権作文発表”を行いました！！
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学校給食『とまリッチ』
無償提供していただきました

　今年度も町の特産品であるトマトの中でも高
濃度で高価な「とまリッチ」を5月15日（木）、
学校給食用に木曽岬トマト部会様より約500
個無償提供していただきました。水を極限まで
絞って糖度を増すため、皮が少し厚いのが特徴
のとまリッチを食べやすいよう4Sと3Sの小
さいサイズで提供していただき、こども園と小
学校低学年は生食用の調理具を使用し、カット
して提供しました。小学３年生以上の児童と中
学生の生徒には昔ながらの丸かじりで提供しま
した。子ども達は、「美味しい！！」と笑顔で
喜んで食していました。

献立
ツイストパン、牛乳、とまリッチ、
みそやきうどん、きびなごフライ

　さる5月23日に開催されました木曽岬町青少年育成町民会議総会の席上で、花井　玄太さん（木
曽岬中学校3年）より人権作文の発表がありました。

　木曽岬町青少年育成町民会議では、次の時代を担う青少年が心身ともに健全に育っていける環境を
整えるためさまざまな活動を展開しております。今後も町民のみなさまのご理解とご協力をお願いい
たします。

「貧困と飢餓、生きる権利」タイトル

　世の中でよく耳にする「SDGｓ」に興味を持ち、ある国を例に、
命の危険と隣り合わせの場所で労働を強いられている子どもた
ちの実情、それなのに生活費の一部にしかならない貧困生活、
生きる権利がありながら貧困や飢餓で失われる命があることな
ど、少しでも多くの人が広い視野で世の中の現状に気付き、苦
しむ人々を救える世界に変わることを願う作文を発表されました。

　総会に出席された皆様に今の中学生が何を思い何を感じているのか、
その一端を知っていただくことを目的に企画したものです。

人権作文発表

花井  玄太さん
はな い げん た
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今月の図書館コーナー

体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ボッチャやモルックなどを実施していますのでぜひ体育館へ
お越しください。
27日㈰　午後1時～午後4時

13日㈰　午前9時～午後4時　　27日㈰　午前9時～正午

化資料館文
◎開館日
　毎週日曜日
　午前9時～午後4時

教育関連施設
開館日のお知らせ

部公民館北
◎開館日
　火～日（年末年始・祝日を除く）
　午前9時～午後5時
※ただし日曜は午前9時～午後1時

7月 図書館カレンダー

●休館日　■祝日　★読み聞かせ実施日　▲まなびや実施日・としょかんカフェ

日 月 火 水

7

20

27 28

8 9

1 2

14

3 4 5

12

21

11

木 金 土

10

15 16 1817

22 23 2524

29 30 31

19

26

13

　図書館にBGMが流れるようになって、4カ月経ちます。
図書館内でBGMを流しているところはあるのですが、役
場全体にBGMを流すという自治体は三重県で木曽岬町だ
けの取り組みです。「来館者の方々が居心地の良い空間で
過ごしてもらえるように」ということが採択の最大の理由
ですが、職員にも音楽を聴きながらの業務は効率が上がる
効果があるそうです。音のマスキング効果によって集中力
を高め、心身のリラックスを促進します。マスキング効果
とは、2つ以上の音が重なることでお互いにかき消され、

他の音を聞き取りづらくなることを言います。人の声や生
活音が静寂な場所ほど目立ち気になることが多いですが自
然に近い音を流すことで目立たなくさせる効果があり、実
際に館内の話し声が気にならなくなったという声をいただ
いています。木曽岬町のBGMは一日の時間帯に応じて、
違うジャンルの曲が流れています。人によって音の感じ方
や心地よさの違いがあると思いますので、様々なご意見い
ただけたらと思います。

（音と生活　橘英樹・著　524.9オト　参照）

コーナー紹介

一般コーナー「旅に出よう」（児童棚）
児童コーナー「science」（メイン展示）

ミニコーナー「質のいい眠りを」（カウンター横展示棚）

イベント おすすめの一冊紹介

　かみなりちゃんと、だるまちゃんが落雷がきっかけで出
会い、雷の世界へ遊びに連れて行ってくれるお話です。空
を飛んだり、雨の後に虹が出るなどの天気の変化など、理
科の要素がさりげなく描かれ、自然事象への関心を育みま
す。工学博士でもある作者の加古里子さんは科学系絵本を
たくさん残しています。どの作品も、子どもたちに日本の
良さや正しい知識を伝えようとする加古さんの誠実さや優
しさを感じます。

「だるまちゃんとかみなりちゃん」
加古里子／作・絵　福音館書店

　素敵に浴衣を着た後に、茶を飲みながらおしゃべりしましょ
う。セルフカフェもあります。　夏祭りまでにマスターして、
この夏に浴衣を着てみませんか。

「読書会」としょかんまなびや
●日　時／ 13日（日）　午後2時～午後3時
●場　所／地域交流スペース
●対　象／中学生以上
●テーマ／「半幅帯で簡単帯結び」
●持ち物／浴衣・半幅帯（半幅帯だけでも）

6
　リクエストの本も読みます

図書館よみきかせ会 昼の部・夜の部2回実施
●日　時／ 25日（金）　午後2時～午後2時30分
●対　象／どなたでも
●テーマ／「かがくのほん」

　大人も楽しめるゾクッとする怖い話をBGMを入れながら行
います。小学生は保護者同伴、中学生は保護者送迎必須。
申込不要です。

●日　時／ 25日（金）　午後7時～午後7時45分
●対　象／小学生以上
●テーマ／「こわ～いおはなし」

◎開館日・時間
　火～木 …… 午前10時～午後6時
　金 ………… 正午～午後8時
　土・日・祝 … 午前9時～午後5時
◎休館日、時間外は図書館入口または
　役場東口入口右の返却ポストに返却
　をお願いします。
●問合せ先／木曽岬町立図書館　☎40-9010
　　　　　　HP：https://www.ik.licsre-saas.jp/kisosaki/
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　「夢に向かってがんばる木曽岬っ子応援キャンペーン　シーズン４」がスタートし、生徒たちは、今年も『わた
しのがんばり宣言』に自分の夢や目標を記入しました。木曽岬小学校では、卒業式で「将来の夢」について英語で
発表する場面があるため、多くの生徒が自分の夢に、具体的な職業名を書いています。そして、お子さんの「がん
ばり宣言」を受けて、保護者の皆様に『わが家の応援スローガン』を記入いただいています。お子さんの体調を気
遣うものや、やる気を促すものなど、各ご家庭にあった素敵な励ましの言葉を見ると、本キャンペーンは、子ども
たちの健やかな成長に大きな影響を与えている取組であると感じます。『がんばり宣言』や『応援スローガン』は、
１年間よく見えるところに掲示していただきたいものです。

「夢に向かってがんばる木曽岬っ子」応援キャンペーン  シーズン4  連載シリーズ③【木曽岬中学校】

応援キャンペーン シーズン４　スタート！　【中学校編】

「地域と共にある　木曽岬中学校のキャリア教育」
　昨年10月に、ある会議で木曽岬町のキャリア教育について発表しました。「地域と共にある学校というの
がよくわかり、これらの取組が長く続いていることが素晴らしい」との感想をいただきました。
　２年生で実施する職場体験学習では、木曽岬町及び近隣市町の事業所で本校の
生徒を快く受け入れていただくと共に、事後発表会でも助言をいただいています。
生徒は職場体験を通して、マナー、接客、働くことの大変さを学び、『自分が今何
をしなければならないのか』、『何をどう学習するとよいのか』を学んでいきます。
この体験が将来のことをより深く考える貴重な体験となります。さらに学びに加
えて、『日頃から自分を育ててくれている保護者が、毎日こんなに大変なことを
しているのか』ということに気づき、家族への感謝の気持ちが芽生えてきます。
また、農業体験では、米作りやトマトの栽培について学び、地域の産業、そして
食の大切さを学ぶ機会をいただいています。
　職場体験や農業体験は毎年行っているため、当たり前のように感じるかもしれ
ませんが、県下では大変めずらしく、このような体験ができることは、恵まれた
環境にあると思います。本校の生徒は地域・保護者の皆様に支えられ、成長して
いきます。今後も木曽岬っ子応援キャンペーン推進のために皆様のご理解とご協
力をお願いします。

子どもたちの意識の変容　～アンケートの結果より～
　本キャンペーンの取組成果を検証し今後に生かすために、毎年生徒にアンケートを行っています。この取組
を始めてから「将来の夢や目標を持っている」と回答した生徒の割合は増加し80%を超えています。また、
学習時間と読書時間については重点項目と捉えて取り組んでいます。以下に結果を紹介させていただきます。

①授業では課題の解決に向け自分で考え自分から取り組んだ 令和５年度：67.1％ → 令和６年度：92.4％
②昨年度に比べて読書するようになった 令和５年度：77.2％ → 令和６年度：84.0％
③昨年度に比べて家庭学習をよくするようになった 令和５年度：89.0％ → 令和６年度：94.6％
④中学校図書室の貸出冊数 令和５年度：253冊 → 令和６年度：357冊
⑤中学校図書室の来室者数 令和５年度：1430人→ 令和６年度:2049人

　「課題解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいる」と回答した生徒が
とても増えました。また、これまで、ゲーム時間が多く、なかなか読書をしない
ということが課題としてあげられてきましたが、このキャンペーンと共に様々な
取組をすすめてきた結果、図書室への来室数が増え、現在、昼休みは、多くの生
徒が図書室に来ています。本校の図書室には新刊や中学生の皆さんに是非読んで
ほしい本がたくさん並んでいます。まずは、図書室に足を運んでもらえるよう、
今年度も学校司書さんや、図書実行委員と共に新しい取組を行っていきたいと思
います。

今年もSDGsの取組としてやろまい夏祭りでエコキャップを集めます。
是非、ご協力をお願いします。お知らせ

教
育
委
員
会
だ
よ
り
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Ｏ
Ｎ
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7月は
「熱中症予防強化月間」です。
7月は
「熱中症予防強化月間」です。
7月は
「熱中症予防強化月間」です。
　梅雨頃から夏季にかけて増加する熱中症は、気温、湿度の上昇や運動などによって体内の水分
や塩分のバランスが崩れたり、体温調節機能がうまく働かないことにより、体内の熱をうまく放
出できなくなることで起こります。
　熱中症のピークは7～ 8月で、暑さが継続するこの時期は特に注意が必要です。

主な症状は、めまい、だるさ、吐き気、嘔吐です。
•熱中症を発症した場合、涼しい場所へ移動し、塩分や糖分を含んだ水分
　を摂取するなどの応急処置をしてください。改善がみられない場合は、
　すぐに医療機関を受診してください。

※カフェインが多く含まれているものやアルコール類は水分を尿として排出してしまう作用があるため、水分
　補給には向いていません。

●利用できる日／月曜日～金曜日の午前
●７月の子育てサロンのお休み
　７月11日㈮、土・日曜日および祝日

子育てサロン
●開設日／木曜日
●時　間／午前9時30分～午後3時30分
●場　所／保健センター

カウンセリング
（要予約　68-6119）

こんに ちは管理栄養士です
◆管理栄養士／☎68-6119

こんな症状が出たら・・・熱中症かも！？

熱中症を予防するには？
室内温度 水分補給（※）自律神経を

ととのえる
食事バランスの

見直し

•エアコンの温度は
　28℃にする

•自律神経を整える
•質の良い睡眠をと
　る
•37～ 39℃のぬる
　めの湯船につかる
•軽い運動をする

•こまめに水分補給
　をする
•いつもよりコップ
　１杯多めに水分を
　とる

•定食型の主食、主
　菜、副菜がそろっ
　たバランスの良い
　食事を心がける
•カロリーではなく
　栄養素（たんぱく
　質、ビタミンB1、
　ビタミンC、アリ
　シンなど）に注目
　する

家庭でできる熱中症対策！家庭でできる熱中症対策！
～手作りドリンク～

•水 1L •食塩 小さじ1/2
•レモン果汁 お好みで •砂糖 大さじ4.5

全ての材料を合わせるだけで、簡単に熱中症予防ドリンクが
作れます。
＊作った日に飲み切るようにしてください。

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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き
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ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

ホームページは
こちらから

　
　

　
７
月
２
日（
水
）、
９
日（
水
）、

　
　
　
１９
日（
土
）、
２６
日（
土
）、

　
　
　
３０
日（
水
）

　
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
け
れ
ど
、

ま
だ
ま
だ
き
れ
い
で
活
躍
し
そ
う
な

モ
ノ
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
必
要
な

人
に
譲
る
不
用
品
交
換
の
お
店
を
開

催
し
ま
す
。

●
場
　
　
所

　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森　
管
理
棟
２
階

　
（
桑
名
市
多
度
町
力
尾

　
　
　
　
　
　
字
沢
地
４
０
２
８
）

●
時
　
　
間

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
対
　
　
象

　
桑
名
市
、
木
曽
岬
町
、
東
員
町
の

　
在
住
者

●
取
扱
商
品

　
家
具
類
、
衣
類
、
食
器
類
、
お
も

　
ち
ゃ
、
絵
本

　
持
ち
込
み
・
持
ち
帰
り
と
も
お
ひ

　
と
り
様
５
点
ま
で

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森

　
　
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
３
３

　
　
FAX
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
５
２

　
　
商
品
紹
介
な
ど
弊
社
ホ
ー
ム
ペ

　
　
ー
ジ
で
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

①「
空
き
瓶
で
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
」

②「
牛
乳
パ
ッ
ク
望
遠
鏡
」

③「
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
作
っ
て
走
ら

　
せ
よ
う
」
は
２
回
開
催
し
ま
す
。

　
（
２
回
目
は
８
月
２４
日（
日
）を
予

　
定
し
て
お
り
、
８
月
１
日
に
募
集

　
開
始
予
定
）

●
開
催
日
時

　
①
７
月
１９
日（
土
）　
午
前
の
部

　
②
７
月
１９
日（
土
）　
午
後
の
部

　
③
７
月
２６
日（
土
）　
午
前
・
午
後

　
　
の
部
（
１
回
目
の
開
催
）

　
午
前
の
部　
午
前
１０
時
か
ら

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
か
ら

　
（
約
９０
分
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
）

●
会
　
　
場

　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森　

　
（
桑
名
市
多
度
町
力
尾

　
　
　
　
　
　
字
沢
地
４
０
２
８
）

　
午
前
の
部　
午
後
の
部　

　
管
理
棟
２
階　
ホ
ー
ル

●
実
施
内
容
・
定
員

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

●
参
加
対
象

　
対
象
：
桑
名
市
・
木
曽
岬
町
・

　
　
　
　
東
員
町
在
住
者
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
先
着
順
の

　
事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
左
記
期
間
に

　
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
森
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
」
か
ら
ネ
ッ
ト
予
約
に
て
ご
応

　
募
く
だ
さ
い
。

　
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お

　
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
応
募
期
間

　
７
月
１
日（
火
）か
ら

　

※

定
員
に
達
し
し
だ
い
締
め
切
り

　
　
ま
す
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森

　
　
く
わ
な
Ｅ
サ
ー
ビ
ス

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
３
３

　
　
FAX
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
５
２

　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
若
者
の
失

業
率
は
他
の
世
代
と
比
べ
高
い
状
態

が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
担
う
若
者
の
就
労
支
援
が
重
要
で

す
。
仕
事
や
人
間
関
係
な
ど
に
つ
い

て
、
１
人
で
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
若

者
に
対
し
、
相
談
場
所
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

国
は
若
者
の
就
労
か
ら
職
場
定
着
ま

で
を
全
面
的
に
支
援
す
る
「
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
皆
さ
ん
の
近
く
に
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
、「
ほ
く
サ
ポ
」
へ

の
相
談
を
勧
め
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
ご
利
用
の
際
は
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
北
勢
地
域
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
直
接
電
話
下

さ
い
（
電
話
番
号
：
０
５
９
│
３
５

９
│
７
２
８
０
）

●
時
　
　
間

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

●
場
　
　
所

　
木
曽
岬
町　
福
祉・教
育
セ
ン
タ
ー

　
和
室
内

●
対
　
　
象

　
１５
歳
〜
４９
歳
ま
で
の
、
就
労
を
目

　
指
す
方
（
ご
家
族
・
関
係
者
も
可
）

●
そ  

の  

他

　
相
談
無
料
、
要
予
約

●
相
談
予
定
日
（
第
３
木
曜
日
）

　
三
重
県
で
は
、
県
内
で
活
躍
す
る

若
者
を
応
援
す
る
た
め
、「
県
内
で

の
居
住
か
つ
就
業
」
等
の
条
件
を
満

た
し
た
場
合
、
奨
学
金
返
還
額
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
対  

象  

者

　
大
学
等
の
最
終
学
年
又
は
そ
の
１

　
年
前
の
学
生
等

●
助
成
金
額

　
借
入
奨
学
金
残
額
の
１
／
４

　
（
上
限
１
０
０
万
円
）

●
募
集
締
切

　
１２
月
１９
日（
金
）

　
　
〒
５１４
│
８５７０　
津
市
広
明
町
１３
番
地

　
　
三
重
県
政
策
企
画
部

　
　
人
材
確
保
対
策
課

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
３
１
８
４

　
　
FAX
０
５
９
│
２
２
４
│
２
０
６
９

　
　

M
ail

　
　
　

jinzai@
pref.m

ie.lg.jp

　
　
本
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
　
　

https://w
w
w
.pref.m

ie.

　
　
　

lg.jp/KIKA
KU
K/H

P/

　
　
　

m
iesalon/747370398

　
　
　

87_00002.htm

モ
ノ
・
コ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
催

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は

木
曽
岬
町
出
張
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
！！

10月16日

7月17日

8月21日

7月

8月

9月

10月

9月18日

11月20日

12月18日

1月15日

2月19日

11月

12月
令和8年
1月
2月

3月 3月19日

三
重
県
が
若
者
の
奨
学
金
の

返
還
を
支
援
し
ま
す
！

問

問

問

教
育
委
員
会
だ
よ
り

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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き
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職　種 年　齢

ア 大学を卒業又は来年３月卒業見込みの方
イ 短大、高校を卒業又は来年３月卒業見込みの方
　 （アを除く）
ウ アイと同等と認める方

救急救命士免許を有する方で、次に掲げる方
ア 大学を卒業又は来年３月卒業見込みの方
イ 短大、高校を卒業又は来年３月卒業見込みの方
　 （アを除く）
ウ アイと同等と認める方

平成9年4月2日
以降に生まれた
方

平成7年4月2日
以降に生まれた
方

募集人数 受験資格

8人程度消防職

１
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
・
取

　
付
け
支
援
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

⑴
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
支
援

　
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
取
付

　
け
の
あ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
作
動
確
認
な
ど
点
検
い
た
し
ま
す
。

⑵
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
付
け
支

　
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
取
付
け
を

　
希
望
す
る
世
帯
を
対
象
に
支
援
い

　
た
し
ま
す
。
依
頼
者
ご
本
人
で
住

　
宅
用
火
災
警
報
器
（
電
池
式
に
限

　
る
）
の
ご
用
意
（
購
入
）
を
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

２
住
宅
防
火
診
断
を
実
施
い
た
し
ま

　
す
。

　
台
所
や
火
災
器
具
の
使
用
状
況
な

　
ど
を
確
認
し
て
、
火
災
予
防
の
ア

　
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。

※

１
，
２　
消
防
職
員
が
直
接
ご
自

　
宅
へ
訪
問
し
、
無
料
で
支
援
・
実

　
施
い
た
し
ま
す
。

３
住
宅
防
火
講
習
会
の
ご
案
内

　
住
宅
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、
火
災

　
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
対
策
に
つ

　
い
て
「
住
宅
防
火
講
習
会
」
を
実

　
施
し
ま
す
。
講
習
会
場
は
、
お
申

　
込
み
さ
れ
る
団
体
等
で
準
備
の
ほ

　
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
講
習
会
は
無
料
で
す
。

　
火
災
予
防
に
関
す
る
事
な
ど
、
お

　
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
桑
名
市
消
防
本
部　
予
防
課

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
７
９

●
試
験
日
・
会
場

　
１
次
試
験

　
　
９
月
９
日（
火
）〜
２３
日（
火
）

　
　
リ
ク
ル
ー
ト
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

　
２
次
試
験

　
　
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

●
試
験
内
容　

　
１
次
試
験　
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３

　
２
次
試
験

　
　
小
論
文　
面
接　
体
力
検
査

●
申
込
期
間　
　

　
桑
名
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

　
桑
名
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

　
ト
か
ら
申
し
込
み

　
８
月
１
日（
金
）〜
８
月
１５
日（
金
）

●
受
験
資
格

　
１
消
防
職
務
遂
行
に
支
障
の
な
い

　
　
方

　
２
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

　
　
員
法
第
１６
条
に
定
め
る
欠
格
条

　
　
項
に
該
当
し
な
い
方

　
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

桑
名
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
採
用
案

内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
桑
名
市
消
防
本
部　
総
務
課

　
　
桑
名
市
大
山
田
１
丁
目
９
番
地

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
６
│
７
４
８
３

採
用
種
目
別
試
験
日
程
等

【
採
用
種
目
】
航
空
学
生

●
受
付
期
間

　
７
月
１
日
〜
８
月
２９
日

●
受
験
資
格

　
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在

　
⑴
海
上
自
衛
隊

　
　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
。）
２３
歳

　
　
未
満
の
者

　
⑵
航
空
自
衛
隊

　
　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
。）
２４
歳

　
　
未
満
の
者

【
採
用
種
目
】　
一
般
曹
候
補
生

●
受
付
期
間

　
７
月
１
日
〜
９
月
２
日

●
受
験
資
格

　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
１８
歳

　
以
上
３３
歳
未
満
の
者

【
採
用
種
目
】　
自
衛
官
候
補
生

●
受
付
期
間

　
⑴
男
子
：
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

　
　
　
　
　
お
り
ま
す
。

　
⑵
女
子
：
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

　
　
　
　
　
お
り
ま
す
。

●
受
験
資
格
（
男
女
共
通
）

　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
１８
歳

　
以
上
３３
歳
未
満
の
者

　
　
〒
５１０―

００７４　
三
重
県
四
日
市
市
鵜

　
　
の
森
１
│
１４
│
１１
（
２
Ｆ
）

　
　
自
衛
隊
四
日
市
地
域
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
１
│
１
７
２
３

　
　
受
付
時
間　
午
前
８
時
３０
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
１５
分

　
県
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
県
職
員
が
皆
さ
ん
の

集
会
や
学
習
会
な
ど
に
お
伺
い
し
、

県
民
の
皆
さ
ん
と
ト
ー
ク
し
ま
す
。

ご
希
望
の
テ
ー
マ
を
選
ん
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

•
職
員
の
派
遣
費
用
は
無
料
で
す
。

•
土
日
・
祝
日
、
夜
間
の
開
催
も
可

　
能
で
す
。

•
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
も
ご
相
談
く
だ

　
さ
い
。

　

※

一
部
非
対
応
の
テ
ー
マ
が
あ
り

　
　
ま
す
。

●
人
気
の
テ
ー
マ

　
「
み
え
の
防
災
対
策
」「
三
重
県
の

　
観
光
復
興
」「
み
ん
な
で
支
え
る

　
介
護
保
険
」
な
ど

　
　
三
重
県　
総
務
部　
広
聴
広
報

　
　
課　
県
民
の
声
相
談
班

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
６
４
７

　
　
FAX
０
５
９
│
２
２
４
│
３
０
０
９

　
　
メ
ー
ル

　
　

soudan@
pref.m

ie.lg.jp

桑
名
市
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

令
和
７
年
度

自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

「
み
え
出
前
ト
ー
ク
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

消防職員が取付け
お手伝いします。

住警器を設置しよう

消防職員が
点検します。

令
和
８
年
度　

桑
名
市
消
防

職
員
採
用
予
定
者
（
令
和

８
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

を
募
集
し
ま
す

桑名市HP

桑名市LINE

問

問

問

問

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

警
察
署
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ー
ナ
ー

生
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情
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教
育
委
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よ
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カ
レ
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木
曽
三
川
下
流
部
で
は
水
上
バ
イ

ク
や
水
上
ス
キ
ー
の
利
用
者
が
増
え
、

他
の
利
用
者
と
の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
、

ま
た
地
域
住
民
や
漁
業
へ
影
響
を
及

ぼ
す
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
他
の
利
用
者
に
迷
惑
と
な
る
行
為

　
（
迷
惑
駐
車
、
ゴ
ミ
の
放
置
等
）は

　
や
め
て
く
だ
さ
い

●
地
域
住
民
の
迷
惑
と
な
る
行
為
は

　
や
め
て
く
だ
さ
い
。

●
漁
業
の
操
業
に
迷
惑
と
な
る
行
為

　
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

●
カ
ヌ
ー
や
レ
ガ
ッ
タ
等
の
非
動
力

　
船
の
周
辺
を
通
行
す
る
と
き
は
十

　
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
迷
惑
行
為
が
続
く
場
合
は

　
河
川
内
へ
の
車
両
に
よ
る

　
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る
事

　
が
あ
り
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
い

ル
ー
ル
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

河
川
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う

木曽三川下流部水面利用

サマージャンボミニ5,000万円サマージャンボミニ5,000万円サマージャンボミニ5,000万円
サマージャンボ7億円サマージャンボ7億円サマージャンボ7億円

（1等5億円・前後賞各1億円合わせて）

（1等3千万円・前後賞各1千万円合わせて）

各1枚 300円公益財団法人三重県市町村振興協会

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

発売期間 7/11金～8/11月
抽せん日 8/21木7月11日金2種類同時発売！

　
木
曽
岬
町
で
は
、
企
業
や
団
体
及

び
商
店
な
ど
の
事
業
活
動
を
支
援
す

る
た
め
「
広
報
き
そ
さ
き
」
に
掲
載

す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
広
告
内
容
に
関
す

る
一
切
の
責
任
は
広
告
主
に
帰
属
し
、

町
が
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

★
配
布
地
域

•
木
曽
岬
町
全
域

　
　
　
　
　
　
約
１
，
８
０
０
世
帯

•
関
係
機
関
等　
　
約
１
０
０
か
所

★
規
　
　
格

•
１
枠（
縦
５０
㎜×

横
１７０
㎜
）

　
４
，０
０
０
円

•
２
分
の
１
枠（
縦
５０
㎜×

横
８５
㎜
）

　
２
，０
０
０
円

　
　
議
会
事
務
局

　
　
☎
６
８
│
６
１
０
８

問

広
告
主
募
集
！！

町内5月の交通事故
●件数／19件（93件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／1人（7人）

（　　）…令和7年累計

ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

夏の交通安全県民運動

教
育
委
員
会
だ
よ
り

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き
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の
ミ
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報

カ
レ
ン
ダ
ー

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

こ
ん
に
ち
は

管
理
栄
養
士
で
す

　７月11日（金）から７月20日（日）までの期間、交通事故防止を図るため、５つの運動の重点を定めて「夏の交通安全
県民運動」が実施されます。
　交通ルールを守り、正しい交通マナーの実践を習慣づけ、交通事故の無い社会を目指しましょう。

「５つの運動の重点」
こどもと高齢者の交通事故防止
次代を担うかけがえのないこどもと、交通事故死者全体の約５
割を占める高齢者を、社会全体で交通事故から守りましょう。

自転車や特定小型原動機付自転車を利用する際は、交通ルール
を守り、自分の命を守るために全ての方がヘルメットを着用し
ましょう。

飲酒運転等の根絶
三重県では、「三重県飲酒運転０（ゼロ）をめざす条例」により、
飲酒運転違反者に対し、アルコール依存症に関する受診義務を
課すなど、飲酒運転の根絶に向けた取組を推進しています。
県民一人ひとりが「飲酒運転は絶対しない、させない、許さない」
という強い自覚を持ち、飲酒運転を根絶させましょう。また、
悪質・危険なあおり運転や、ながら運転は絶対にやめましょう。

歩行者優先意識の徹底と安全な横断方法の実践
横断歩道での歩行者優先は「マナー」ではなく、法律に定めら
れた「ルール」です。
運転者は、歩行者優先意識を徹底するとともに、「思いやり・
ゆずり合い」運転を励行し、安全運転に努めましょう。
歩行者も、交通ルールを守り、安全に横断しましょう。

シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

自転車・特定小型原動機付自転車利用時の
ヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

シートベルトやチャイルドシートはご自身やご家族の命を守ります。
交通事故に遭った時の被害を軽減させるためにも、車に乗った
ら全ての座席でシートベルトを着用し、６歳以上であっても身
長150cm未満の子どもはチャイルドシートやジュニアシートを
使用しましょう。

交通安全の日
７月１１日（金）

高齢者交通安全の日
（Ｓ・Ｓデー）
７月１５日（火）

あらゆる交通安全活動を通じ、県民の
交通安全意識の高揚を図りましょう。
一人ひとりが思いやりの行動を心掛け、
高齢者を交通事故から守りましょう。
また、高齢者の方は、慎重な行動を心
掛け、交通事故から命を守りましょう。

夏の交通安全県民運動期間中の「日を定めて行う行動」 三重県交通安全ストーリー（交通安全啓発動画）を
公開中
４つのテーマ（①飲酒運転根絶編、②横断
歩道編、③高齢歩行者編、④自転車編）の
ストーリー仕立ての動画を県ホームページ
で公開しています。ぜひご覧ください。
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月カレンダー7

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

●町のホームページ　https://www.town.kisosaki.lg.jp/

福 祉 課 68－6104
地域包括支援センター68－8183

住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

子ども・健康課（保健センター）68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課
産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

※ごみ減量にご協力をお願いします。
　（資源ごみ、廃品回収をご利用く
　ださい。）
※生ごみなど水分の多いものは、水
　切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別し
　て専用のごみ袋に入れてください。

Ａ 地 区
新加路戸・上加路戸・中加路戸・
大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・なぎ
さ台

対象地区

資源ごみ

Ｂ 地 区

可燃ごみ
毎週月・木曜日

  3日・  7日・10日・14日・17日
21日・24日・28日・31日

毎週火・金曜日
  1日・  4日・  8日・11日・15日
18日・22日・25日・29日

不燃ごみ 2日・16日

粗大ごみ 毎月第２水曜日
9日

毎月第４水曜日
23日

毎月第４日曜日
27日

プラスチック製
容器包装

毎週水曜日
2日・9日・16日・23日・30日

家庭ごみ収集におけるお願い 　木曽岬町では、ごみの分別、収集日の確
認に便利なごみ分別アプリ「さんあ～る」
を配信しています。是非ご利用ください。
QRコードからアプリをダウンロードして、
お住いの地区を設定してください。

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

iOS Android

主 な 行 事 備 考場 所 時 間

2 ㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター 午後1時30分～午後3時

10㊍•すくすくひろば 保健センター 午前10時～午前10時30分

25㊎•行政相談・人権相談・心配ごと相談 福祉・教育センター 午前9時～午前11時30分

15㊋•トマッピーキッズサークル 木曽岬こども園 午前9時30分～午前11時30分

18㊎•すこやか相談•育児相談
保健センター
保健センター

要予約☎68-6119
要予約☎68-6119

午後1時30分～午後2時30分
午後2時30分～午後3時30分

4 ㊎•トマッピーキッズサークル（七夕会）•チャイルドケア講座・交流会
木曽岬こども園
保健センター 午前10時30分～正午

16㊌•言語訓練•転倒予防教室
保健センター
福祉・教育センター

要予約☎68-6119午後1時30分～午後3時20分
午後1時30分～午後3時

※健康カレンダーに記載の行事は状況により変更されている場合があります。ご注意ください。
　なお、下記の行事も、状況によっては変更となる場合もあります。

毎月第１・第３水曜日

22㊋•オレンジカフェ 福祉・教育センター会議室2 午後1時30分～午後3時

24㊍•カウンセリング 保健センター 午前9時30分～午後3時30分 要予約☎68-6119

23㊌•いす・たいそう教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

17㊍
•歯っぴい指導室
•カウンセリング
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬

保健センター
保健センター
福祉・教育センター和室

要予約☎68-6119
要予約
☎059-359-7280

午後1時30分～午後2時30分
午前9時30分～午後3時30分
午前9時30分～午前11時30分

7月の納付
●固定資産税（7/31納期限） …………… 第２期分
●国民健康保険料（7/31納期限） ……… 第１期分
●後期高齢者医療保険料（7/31納期限）  第１期分
●介護保険料（7/31納期限） …………… 第２期分
●水道料金・下水道使用料（7/31納期限）  … Ｂ地区
●こども園保育料（7/31納期限） ………… ７月分
●学校給食費（7/15納期限） ……………… ７月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！
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